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	応用
	抗原情報
	背景
	ワクシニア関連キナーゼ2（VRK2）ホモサピエンス この遺伝子は、セリン/スレオニンタンパク質キナーゼのワクシニア関連キナーゼ（VRK）ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、アポトーシスと腫瘍細胞の増殖を制御するシグナル伝達経路のエフェクターとして機能します。この遺伝子の変異体は統合失調症と関連付けられています。選択的スプライシングにより、細胞内局在と生物学的活性が異なる複数の転写産物変異体が生成されます。[RefSeq提供、2014年1月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：おそらくセリン/スレオニンキナーゼ。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CK1 Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。VRKサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,組織特異性：広く発現しています。胎児の肝臓、骨格筋、膵臓、心臓、末梢血白血球、精巣で高発現しています。
	研究分野
	シグナル伝達; タンパク質リン酸化; Ser/Thr キナーゼ; その他のキナーゼ
	画像データ
	

	VRK2抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

